
農
業
産
出
額

県
内
第
２
位
を
誇
る

筑
西
の
米

　
筑
西
市
は
、
平
坦
な
地
形
と
鬼
怒
川
・
小
貝
川
な

ど
多
く
の
河
川
・
支
流
が
南
北
に
流
れ
、
そ
の
周
辺

は
大
昔
の
氾
濫
に
よ
り
肥
沃
な
農
地
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
広
大
な
土
地
は
、
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
農
地
の
大
区
画
化
、
用
排
水
路
や
農
道
が
整
備
さ

れ
、米
作
り
に
最
適
な
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
は
筑
西
市
を
代
表
す
る
農
作
物
で
あ
り
、
農
家

の
み
な
さ
ん
が
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
丹
念
に
作
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　
米
の
農
業
産
出
額
は
68
億
９
千
万
円
で
、
県
内
第

２
位
の
数
字
を
誇
り
ま
す
。

３
月
　
田
起
こ
し
（
耕
起
）　
米
作
り
は
、
田
起
こ

し
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
す
る
こ

と
で
、
土
の
中
に
空
気
が
入
っ
て
微
生
物
に
よ
る
分

解
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
排
水
性
・
通
気
性
が

良
く
な
り
稲
の
根
が
よ
く
育
ち
ま
す
。

４
月
　
種
ま
き
　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
の
播は

し
ゅ種

機
を

使
い
、
育
苗
箱
へ
効
率
的
に
種
を
ま
き
ま
す
。
そ
の

後
は
、
育
苗
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
で
、
苗
を

大
き
く
し
ま
す
。

５
月
　
代し

ろ

掻か

き
　
水
を
張
っ
た
水
田
を
、
ト
ラ
ク

タ
ー
で
土
を
砕
い
て
均
平
に
し
て
い
く
田
植
え
前
の

大
切
な
作
業
で
す
。

　
　
　
田
植
え
　
ハ
ウ
ス
な
ど
で
育
て
た
苗
を
、
田

植
機
で
移
植
し
ま
す
。

６
月
　
施
肥
・
除
草
　
気
温
や
日
照
に
よ
る
生
育
を

見
な
が
ら
、
水
の
管
理
と
肥
料
を
与
え
ま
す
。

７
～
８
月
　
病
害
虫
防
除
　
い
も
ち
病
や
縞し

ま
は
が
れ

葉
枯
病

筑
西
市
の
米
作
り

米
が
で
き
る
ま
で

8

People create the future
地域の魅力を未来へつなぐ

　都内にいるころから、繁忙期に実家
の手伝いをしていて、耕作放棄地があ
るなど後継者不足の現状を目の当たり
にしたことがきっかけです。
　サラリーマンの代わりはいくらでも
いますが、農家の代わりはなかなかい
ません。それならば自分が農家をやろ
うと思いました。　

　農業を本格的に始めるまでは、米作
りを簡単に考えていました。実際に始
めてみると、機械のメンテナンスや税
の申告、土地の所有者との折衝など苦
労の連続でした。農家の仕事が多岐に
渡り大変であることを痛感しましたね。
　その分、自分が作った米をおいしい
と言ってもらえたときや農家の仲間が
増えて横のつながりができたことが、
とてもうれしく感じます。

　今後も、人との結びつきを大事にし
ていきたいです。そして、自分のこと
だけでなく地域の農業を考え、レベル
を高めるために努力していきたいです。

な
ど
、
稲
特
有
の
病
気
や
害
虫
を
防
ぐ
た
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
、
作
業
を
省
力
化
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
が
登

場
し
て
い
ま
す
。

９
月
　
稲
刈
り
　
種
ま
き
か
ら
約
１
５
０
日
、
水
田

一
面
が
黄
金
色
に
輝
き
出
す
頃
に
収
穫
し
ま
す
。
収

穫
後
は
不
良
な
籾も

み
を
取
り
除
き
、
貯
蔵
に
向
く
よ
う

に
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　
筑
西
市
に
限
ら
ず
、
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
は
、
継
続
し
た
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
自
動
運
転
田
植
え
機
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
肥
料
・
農
薬
の
散
布
、
気
象
デ
ー
タ

や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
な
ど
、
新
し
い
技
術

を
利
用
し
、
作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
を
図
る
こ
と

で
、課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業

人
と
の
結
び
つ
き
を
大
事
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

脱サラして自ら農家へ

農家を継いだきっかけ

農業の難しさを痛感

自分だけでなくみんなで

大
おおよし
吉　達

たつろう
郎さん（竹垣）

明野中学校から土浦一高に進学。都内の大
学を卒業後、保険会社に就職。5年前に退
職し、実家の農業（水稲、麦、大豆など）
を継承。
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